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1 tsuzumiってどんなもの？

分類

tsuzumiはGPT-4oのような大規模なLLMとは異なり、軽量なSLM（Small Language Model）という分類です。
チューニングを行わない状態ではLLMと比較して汎用的な精度は劣る点はご理解いただいた上で、用途に応じたカス
タマイズで特定のタスクに適応することをご検討ください。

特 定 分 野 、 特 定タ スク 向け に
チューニングしてご利用いただ
くのが効果的です。

特性 SLM LLM

パラメータ数 数億～数十億 数百億～数兆

学習データ 特定分野に特化 幅広い範囲

学習時間 数日程度 数十日～数か月

ファインチューニングコスト 比較的低い 非常に高い

適応性 特定タスクに強い 汎用的
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1 tsuzumiってどんなもの？

特長

パラメタサイズ 7B 日本語性能 世界トップクラス

軽量 高い言語性能

言語に加え
図表読解等様々な形式に対応

用途に応じたチューニングを
低コストで実現

マルチモーダル性

高いコストパフォーマンス
GPT-3（175B）の25分の1

クローズドデータをお客さま環境で
セキュアに活用可能

40年以上の自然言語処理研究による蓄積
RakudaベンチマークでGPT-3.5を上回る

同規模の国産LLMを大きく上回る
（日本語・英語対応）

1.アダプタチューニング
2.フルファインチューニング

3.プロンプトエンジニアリングを提供

文書画像の解析、聴覚等への拡張可能

高カスタマイズ性

特長

1
特長

2

特長

3
特長

4

※ tsuzumi1.1版ではマルチモーダルはサービス対象外となります。
今後のバージョンでの追加を検討中です。※フルファインチューニングはMaaSではサービス対象外となります。
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1 tsuzumiってどんなもの？

クローズド環境でのセキュア利用 コスト抑制・レスポンス改善 マルチLLMによる補完利用

活用ポイント

A B C

お客さま事務所等 NTTグループの
データセンター

tsuzumiは軽量のモデルであり、GPT-4oのような大規模LLMと同様の広範囲・汎用的な精度を期待した利用は困難で
す。特性を理解し、コストやセキュリティとのバランスを踏まえて活用を考えることがポイントです。

機微なデータを扱うなどのセキュリティ面
の理由から、パブリッククラウド上での
利用ではなく、自社オンプレ上やプライ
ベートクラウド上で生成AIを利用したい。

特定の用途のみに活用するが、GPT-4o
のような汎用大規模LLMを利用した場合、
継続利用コストがかかり、遅延も発生す
る。

軽量なtsuzumiを利用することでコスト
を抑制し、レスポンスを改善したい。

GPT-4oのような汎用大規模LLM＋RAG
を利用しているが、一部で日本語表現な
どに課題がある。

マルチLLMのオーケストレーションの一
部にtsuzumiを活用したい (GPT-4oで出
力した結果をtsuzumiにインプットする
など）。

セキュリティ重視
特定の用途に必要な精度があればよい

コストorレスポンス重視
特定の用途に必要な精度があればよい

特定目的に対する精度重視
汎用大規模LLMと使い分けたい
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1 tsuzumiってどんなもの？

タスク タスク説明 アダプタチューニングでできること

1.抽出
文章の中から固有名詞や固有表現を抽出する。
(人名、地域名などの一般ドメイン、病名などの専門ドメイン)
【活用例】アンケート結果（自然言語項目）の集計など

抽出精度の向上
抽出フォーマットの固定

2.分類
文章中に含まれているワードをインプットに、内容を分類する。
【活用例】カスタマーサポートにおける問合せ内容の

カテゴリ設定など
分類精度の向上

3.要約
日本語の文章について、要約を生成出力する。
【活用例】カスタマーサポートにおける問合せを記録

フォーマットの形式に沿って要約・出力するなど

要約結果のコントロール
（フォーマットの固定化、テキスト長固定など）

4.翻訳
英語→日本語、日本語→英語の翻訳が可能。
【活用例】カスタマーサポートおける英語の問合せ内容を

日本語に翻訳して登録するなど

翻訳結果のコントロール
（出力が必要な内容の過不足を小さくする）

以下がtsuzumi（MaaS版）が可能なタスクの例となります。
アダプタチューニングよって、タスクの精度向上、出力形式のコントロールが可能となります。

実施できるタスクの例
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1 tsuzumiってどんなもの？

1.抽出

安倍首相は15日首相官邸にて、台風19号の被害について
「激甚災害」に指定する考えを明らかにしました。

入力テキスト

安倍首相人名は15日日付表現首相官邸場所にて、台風19号イベント

の被害について「激甚災害イベント」に指定する考えを明らか

にしました。

抽出

実施できるタスクの具体的なイメージ

入力テキスト

このワクチンは複数の動物実験で、安全性や、効果的な免疫反応
を引き起こすことが示されている。 今回の第1段階の後には、
6000人を対象とした別の臨床試験が今年10月に予定されている。 
インペリアル･コレッジ･ロンドンのチームは、2021年の早い時期
からイギリスや海外でワクチンを配布できるようにしたいとして
いる。 世界中では約120のワクチンの開発が進められている。英
オックスフォード大学の専門家たちはすでに臨床試験を開始して
いる。 新しいアプローチ 多くの従来のワクチンは、弱体化させ
たウイルスや改変したウイルスなどがもとになっている。しかし
今回のワクチンは新しいアプローチに基づいたもので、……

新型ウイルスワクチン、英大学が臨床試験を開始 300人対象

要約し、タイトルを
抽出してください

出力

2.要約
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1 tsuzumiってどんなもの？

出力

テキスト

機能に分類
してください

実施できるタスクの具体的なイメージ

4.分類3.翻訳

テキスト

日本語に翻訳してください
出力

NTT DATA, a global digital business and IT services leader, today announced
the launch of the tsuzumi through the Microsoft Azure AI Models-as-a-Service
(MaaS) offering. The development marks a fresh milestone in a 25-year
collaboration committed to pioneering technological solutions that drive
sustainability and innovation.

tsuzumi – a Large Language Model (LLM) with robust capabilities in Japanese
and English – is designed to ease environmental and financial challenges
typically associated with LLMs. By adjusting model size without compromising
performance, tsuzumi makes advanced AI technologies, including Generative AI,
accessible to a wider range of users and applications.

グローバルなデジタルビジネスおよびITサービスのリーダーであるNTTデータは、
本日、Microsoft Azure AIモデルサービス(MaaS)の提供を発表しました。この開発は、
25年にわたる持続可能性とイノベーションを推進するための技術ソリューションを
先導するコミットメントの新たなマイルストーンです。

tsuzumiは、日本語と英語に強力な能力を持つ大規模言語モデル(LLM)であり、環境
や財務の課題を軽減するために設計されています。tsuzumiは、パフォーマンスを
犠牲にすることなくモデルサイズを調整することで、Generative AIなどの高度なAI

技術をより多くのユーザーやアプリケーションにアクセス可能にします。

ちょっと、近くの図書館に
行ってみようかな。

機能：行先検索

場所：図書館

この音量、ちょっと耳が痛
いから下げてくれる？

機能：
ボリュームコントロール

ボリュームサイズ：
少し小さく
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1 tsuzumiってどんなもの？

MaaSにおけるtsuzumiの提供仕様は以下の通りとなります。

利用可能地域と
提供リージョン

提供機能

tsuzumi on Azure MaaSの提供仕様

⚫ 利用可能地域は日本に限定してサービスを提供します。
（Azureテナントの居住地に基づいて利用を制限します。）

⚫ MaaSにおけるtsuzumi提供リージョンはUS EAST2限定となります。
本番ワークロードで利用する場合は、
レイテンシー及び国外へのデータ通信について考慮いただけるようにお願い致します。

⚫ tsuzumi v1.1 （テキスト生成機能）のみの提供となります。

⚫ 推論機能とアダプタチューニング機能を提供します。

⚫ tsuzumiの機能アップデートに合わせて、アップデートバージョンのリリースは随時実施させていただきます。
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1 tsuzumiってどんなもの？

tsuzumi on Azure MaaSの提供仕様

⚫ コンテンツフィルタの設定により不適切な表現の出力を抑制することが可能です。
倫理リスク抑制のため、コンテンツフィルタは有効とすることを推奨します。

⚫ Azure CSPサブスクリプションでは、MaaSをご利用いただくことができません。
EA契約のサブスクリプションをご利用ください。

⚫ 推論結果や学習データについてはテナント内のモデルにのみ適用され、他テナントのモデルに利用されることはありません。

⚫ RAGを利用してtsuzumiを利用する場合は、精度向上のためにRAGの内容に合わせてアダプタチューニングを行うことを推奨します。
→詳細は52ページ

⚫ 大規模LLMとの汎用的な用途での精度比較・評価を行うことはお控えください。

⚫ tsuzumi on Azure MaaSのSLAは、Azure Machine Learningサービスに準拠します。
Azure Machine Learning - サービスとしての ML | Microsoft Azure

⚫ 学習に用いたデータセットは、Azure AI Foundryのマイ アセット＞データとインデックスから削除可能です。
学習済みモデルについてはAzure AI Foundryのビルドとカスタマイズ＞微調整から削除可能です。

以下の注意事項を必ずお読みいただいた上でご利用ください。

https://azure.microsoft.com/ja-jp/products/machine-learning


2 tsuzumiを使おう
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2 tsuzumiを使おう

チュートリアル

tsuzumiを使ってどんなことができるのかイメージしてもらうために、tsuzumiをデプロイしてからアダプタチューニ
ングを行い、「～でござる」という語尾で回答を出すようにする手順を、画面操作を交えて説明します。
※課金が発生する点についてご了承ください。

チュートリアルの流れ

tsuzumiのデプロイ
チューニング前の

tsuzumiの回答確認

アダプタチューニング
実施

（語尾が「～でござる」
となるように学習）

チューニング後の
tsuzumiの回答確認

所要時間：約10分 所要時間：約5分 所要時間：約60分 所要時間：約5分



© 2024 NTT DATA Japan Corporation 14

2 tsuzumiを使おう

1. ❶ モデルカタログをクリック

1

クリック

1. モデルカタログを選択

2. tsuzumiを検索

3. tsuzumiのデプロイ開始

4. デプロイ先プロジェクトの
選択

5. プライバシーポリシーと
ライセンス規約の確認

6. デプロイ名とコンテンツ
フィルタの設定

7. チャットプレイグラウンド
の展開

8. tsuzumiとのチャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

tsuzumiのデプロイ
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2 tsuzumiを使おう

2. ❶ tsuzumiを検索し、❷ tsuzumi-7bをクリック

1

2

クリック

1. モデルカタログを選択

2. tsuzumiを検索

3. tsuzumiのデプロイ開始

4. デプロイ先プロジェクトの
選択

5. プライバシーポリシーと
ライセンス規約の確認

6. デプロイ名とコンテンツ
フィルタの設定

7. チャットプレイグラウンド
の展開

8. tsuzumiとのチャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

tsuzumiのデプロイ
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2 tsuzumiを使おう

3. ❶ デプロイをクリック

1

クリック

1. モデルカタログを選択

2. tsuzumiを検索

3. tsuzumiのデプロイ開始

4. デプロイ先プロジェクトの
選択

5. プライバシーポリシーと
ライセンス規約の確認

6. デプロイ名とコンテンツ
フィルタの設定

7. チャットプレイグラウンド
の展開

8. tsuzumiとのチャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

tsuzumiのデプロイ
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2 tsuzumiを使おう

4. ❶ デプロイ先のプロジェクトを選択
（ない場合は新しいプロジェクトを作成、から新規作成）

1

クリック

1. モデルカタログを選択

2. tsuzumiを検索

3. tsuzumiのデプロイ開始

4. デプロイ先プロジェクトの
選択

5. プライバシーポリシーと
ライセンス規約の確認

6. デプロイ名とコンテンツ
フィルタの設定

7. チャットプレイグラウンド
の展開

8. tsuzumiとのチャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

tsuzumiのデプロイ
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2 tsuzumiを使おう

5. ❶ プライバシーポリシーとライセンス規約を確認し、
❷ 展開を続行するをクリック

1. モデルカタログを選択

2. tsuzumiを検索

3. tsuzumiのデプロイ開始

4. デプロイ先プロジェクトの
選択

5. プライバシーポリシーと
ライセンス規約の確認

6. デプロイ名とコンテンツ
フィルタの設定

7. チャットプレイグラウンド
の展開

8. tsuzumiとのチャット確認

1

2

クリック

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

tsuzumiのデプロイ
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2 tsuzumiを使おう

6. ❶ デプロイ名と❷ コンテンツフィルタの有効を選択し、
❸ デプロイをクリック

1

3

2

クリック

1. モデルカタログを選択

2. tsuzumiを検索

3. tsuzumiのデプロイ開始

4. デプロイ先プロジェクトの
選択

5. プライバシーポリシーと
ライセンス規約の確認

6. デプロイ名とコンテンツ
フィルタの設定

7. チャットプレイグラウンド
の展開

8. tsuzumiとのチャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

tsuzumiのデプロイ
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2 tsuzumiを使おう

7. モデルがデプロイされたら、❶ プレイグラウンドで開くをクリック

1

クリック

1. モデルカタログを選択

2. tsuzumiを検索

3. tsuzumiのデプロイ開始

4. デプロイ先プロジェクトの
選択

5. プライバシーポリシーと
ライセンス規約の確認

6. デプロイ名とコンテンツ
フィルタの設定

7. チャットプレイグラウンド
の展開

8. tsuzumiとのチャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

tsuzumiのデプロイ
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2 tsuzumiを使おう

8. チャットプレイグラウンド上でtsuzumiを利用可能になります。

1. モデルカタログを選択

2. tsuzumiを検索

3. tsuzumiのデプロイ開始

4. デプロイ先プロジェクトの
選択

5. プライバシーポリシーと
ライセンス規約の確認

6. デプロイ名とコンテンツ
フィルタの設定

7. チャットプレイグラウンド
の展開

8. tsuzumiとのチャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

tsuzumiのデプロイ
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2 tsuzumiを使おう

チューニング前のtsuzumiの回答確認

学習前の状態での回答内容を確認します。文末に「ござる」はついていない状態です。

通常時の返答

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後



© 2024 NTT DATA Japan Corporation 23

2 tsuzumiを使おう

1. tsuzumiのモデルカタログから❶ 微調整をクリック

1

クリック

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

1. アダプタチューニングの
設定開始

2. プロジェクトの選択

3. 基本設定の実施

4. トレーニングデータの設定

5. 検証データの設定

6. 学習パラメータの設定

7. アダプタチューニングの
開始

8. 学習の完了確認

9. 学習済みモデルのデプロイ

10. 学習済みモデルとの
チャット確認

アダプタチューニング
の実施
（語尾が「～でござる」となる
ように学習）
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2 tsuzumiを使おう

2. ❶ プロジェクトを選択し、 ❷ プライバシーポリシーとライセンス規約を
確認し、❸ 微調整を続行する、をクリック

1

2

クリック

1. アダプタチューニングの
設定開始

2. プロジェクトの選択

3. 基本設定の実施

4. トレーニングデータの設定

5. 検証データの設定

6. 学習パラメータの設定

7. アダプタチューニングの
開始

8. 学習の完了確認

9. 学習済みモデルのデプロイ

10. 学習済みモデルとの
チャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

アダプタチューニング
の実施
（語尾が「～でござる」となる
ように学習）
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2 tsuzumiを使おう

3. ❶ 基本設定を入力し、❷ 次へをクリック

2
クリック

1. アダプタチューニングの
設定開始

2. プロジェクトの選択

3. 基本設定の実施

4. トレーニングデータの設定

5. 検証データの設定

6. 学習パラメータの設定

7. アダプタチューニングの
開始

8. 学習の完了確認

9. 学習済みモデルのデプロイ

10. 学習済みモデルとの
チャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後1

アダプタチューニング
の実施
（語尾が「～でござる」となる
ように学習）



© 2024 NTT DATA Japan Corporation 26

2 tsuzumiを使おう

4. ❶ トレーニングデータを設定し、❷ 次へをクリック

1

2

サンプルトレーニングデータ

こちらから以下ファイルをダウンロードし
てください。
sample_training_data.jsonl

一部抜粋

{"messages":[{"role":"user","content":"
「真珠の耳飾りの少女」を描いたオランダ
の画家は？
"},{"role":"assistant","content":"フェル
メールでござる。"}]}

{"messages":[{"role":"user","content":"
太陽が沈むとどうなるのか？
"},{"role":"assistant","content":"太陽が沈
むと、夜が始まるでござる。"}]}

{"messages":[{"role":"user","content":"
魚の種類はどっち？イコクエイラクブカと
ロープ"},{"role":"assistant","content":"イ
コクエイラクブカでござる。"}]}

クリック

1. アダプタチューニングの
設定開始

2. プロジェクトの選択

3. 基本設定の実施

4. トレーニングデータの設定

5. 検証データの設定

6. 学習パラメータの設定

7. アダプタチューニングの
開始

8. 学習の完了確認

9. 学習済みモデルのデプロイ

10. 学習済みモデルとの
チャット確認

ファイルのアップロードからトレーニングデータ
ファイル（json形式）をアップロードします。

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

アダプタチューニング
の実施
（語尾が「～でござる」となる
ように学習）

https://www.nttdata.com/jp/ja/lineup/tsuzumi/
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2 tsuzumiを使おう

5. ❶ 検証データを設定し、❷ 次へをクリック

2
クリック

1
1. アダプタチューニングの

設定開始

2. プロジェクトの選択

3. 基本設定の実施

4. トレーニングデータの設定

5. 検証データの設定

6. 学習パラメータの設定

7. アダプタチューニングの
開始

8. 学習の完了確認

9. 学習済みモデルのデプロイ

10. 学習済みモデルとの
チャット確認

本チュートリアルではトレーニングデータを分割して
検証します。

検証データを別に用意して検証することも可能です。

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

アダプタチューニング
の実施
（語尾が「～でござる」となる
ように学習）
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2 tsuzumiを使おう

6. ❶ タスクパラメーターを設定し、❷ 次へをクリック

2
クリック

11. アダプタチューニングの
設定開始

2. プロジェクトの選択

3. 基本設定の実施

4. トレーニングデータの設定

5. 検証データの設定

6. 学習パラメータの設定

7. アダプタチューニングの
開始

8. 学習の完了確認

9. 学習済みモデルのデプロイ

10. 学習済みモデルとの
チャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

本チュートリアルではデフォルト値で進めます。

アダプタチューニング
の実施
（語尾が「～でござる」となる
ように学習）
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2 tsuzumiを使おう

7. ❶ 設定内容を確認し、❷ 送信をクリック

2
クリック

1
1. アダプタチューニングの

設定開始

2. プロジェクトの選択

3. 基本設定の実施

4. トレーニングデータの設定

5. 検証データの設定

6. 学習パラメータの設定

7. アダプタチューニングの
開始

8. 学習の完了確認

9. 学習済みモデルのデプロイ

10. 学習済みモデルとの
チャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

アダプタチューニング
の実施
（語尾が「～でござる」となる
ように学習）
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2 tsuzumiを使おう

8. ❶ ステータスが完了になるまで待機。完了後、❷ デプロイをクリック

1

2

クリック

チェック

1. アダプタチューニングの
設定開始

2. プロジェクトの選択

3. 基本設定の実施

4. トレーニングデータの設定

5. 検証データの設定

6. 学習パラメータの設定

7. アダプタチューニングの
開始

8. 学習の完了確認

9. 学習済みモデルのデプロイ

10. 学習済みモデルとの
チャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

アダプタチューニング
の実施
（語尾が「～でござる」となる
ように学習）
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2 tsuzumiを使おう

9. ❶ 展開を続行する→❷ デプロイをクリック

1

2

クリック

クリック

1. アダプタチューニングの
設定開始

2. プロジェクトの選択

3. 基本設定の実施

4. トレーニングデータの設定

5. 検証データの設定

6. 学習パラメータの設定

7. アダプタチューニングの
開始

8. 学習の完了確認

9. 学習済みモデルのデプロイ

10. 学習済みモデルとの
チャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

アダプタチューニング
の実施
（語尾が「～でござる」となる
ように学習）
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2 tsuzumiを使おう

10. チャットプレイグラウンド上で❶ デプロイしたモデルを選択することで、
利用可能になります。

1

クリック
チェック

1. アダプタチューニングの
設定開始

2. プロジェクトの選択

3. 基本設定の実施

4. トレーニングデータの設定

5. 検証データの設定

6. 学習パラメータの設定

7. アダプタチューニングの
開始

8. 学習の完了確認

9. 学習済みモデルのデプロイ

10. 学習済みモデルとの
チャット確認

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

アダプタチューニング
の実施
（語尾が「～でござる」となる
ように学習）
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2 tsuzumiを使おう

チェック

チューニング後のtsuzumiの回答確認

通常時の返答

tsuzumiの
デプロイ

チューニング
前

アダプタ
チューニング

チューニング
後

学習後の状態での回答内容を確認します。返答が「ござる」で実施されるようなっています。



3 推論を使いこなす
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3 tsuzumiを使いこなす

一般的に推論は、入力文のトークナイズ、モデルによる推論、推論結果のデコードという流れで処理されます。

処理概要 処理例

推論の仕組み

出力 推論結果 富士山です。

デコード 推論結果のID列を自然文に変換
[432,39,9,0]
→富士山です。

推論
入力ID列をもとに、

次に続く文章を確率的に推論
[1,143,54,28,160,500,378,3]
→[1,143,54,28,160,500,378,3,432,39,9,0]

トークナイズ
プロンプトを、モデルが解釈できるように

トークンと呼ばれるIDの列に変換
日本で一番高い山は?
→ [1,143,54,28,160,500,378,3]

入力 LLMへの指示（=プロンプト） 日本で一番高い山は?
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3 tsuzumiを使いこなす

tsuzumiの学習データに沿ったプロンプトが効果的になります。

プロンプトの書き方 – 目的による違い

ポイント 入力例

タスクを実行するとき

⚫ 指示、入力、応答のセクションを
持つプロンプトを作成する

⚫ 「入力」と「応答」の関係性を
指示セクションで明記する

### 指示:¥n
入力された文章を翻訳して応答してください。¥n
¥n
### 入力:¥n
This model was named tsuzumi.¥n
¥n
### 応答:¥n

モデルが持つ知識を
聞くとき

⚫ 長く詳細な回答を求めるとき
→「詳細に」「丁寧に」

⚫ 短く簡潔な回答を求めるとき
→「簡潔に」「短く」

日本の戦国時代について、詳細に説明してください。
¥n
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3 tsuzumiを使いこなす

tsuzumiは基本的にシングルターンで使用することを推奨します。

プロンプトの書き方 – シングルターンとマルチターンの違い

ポイント 入力例

シングルターン

⚫ 入力に対する出力（ターン）が
一度のみの応答

⚫ 過去の対話履歴は考慮されない

日本で一番高い山は？

マルチターン

⚫ 入力に対して出力（ターン）が
複数回含まれる応答

⚫ 過去の対話履歴を考慮する

⚫ 入力時には過去の質問・
モデル応答も含めることに注意
（入力例の赤太字部）

日本で一番高い山は？

富士山です。

世界では？
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3 tsuzumiを使いこなす

推論パラメータの意味

Azure AI Foundry上から設定可能なパラメータとその意味は以下の通りです。

パラメータ名 デフォルト値 解説

Max Tokens 4096
一回の推論時にOutput可能な最大トークン数
（プロンプトやシステムのトークン数を含む）
設定可能な値は最大で8192となります。

temperature 0.15
応答のランダム性を決める[0.0, 1.0]の値
0.0に近づけるほど出力が一意に定まり、
1.0に近いほどランダムになります。

top-k
-1

（制限なし）

予測する次トークンの候補の数（≧1）
-1を設定すると制限なしとなり、1を設定する
と出力が一意に定まります。

repetition_
penalty

1
同じ文章や言い回しを繰り返し出力すること
を抑制するパラメータ
1.15の使用が推奨となります。
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3 tsuzumiを使いこなす

【参考】図解：temperature / top-k

Temperatureとtop-kは、どちらも次トークンの選び方を制御するパラメータです。
LLMは、入力の次に続く単語（トークン）を確率的に生成しますが、
この確率的生成の際の、確率分布や次単語候補数を調整するために用いるのがこれらのパラメータとなります。

パラメータ 例1 「私が好きなのは」の次トークン 例2 「私が好きなのは」の次トークン

temperature

次トークンの確率分布を決める
値が大きいほどなだらかな分布にな
る

top-k

次トークンとして考慮する候補数を
決定

0

1

犬 猫 鳥 牛 馬 羊 魚

temperature=0.7の確率分布

0

1

犬 猫 鳥 牛 馬 羊 魚

temperature=0.01の確率分布

0

1

犬 猫 鳥 牛 馬 羊 魚

temperature=0.7の確率分布

0

1

犬 猫 鳥 牛 馬 羊 魚

temperature=0.7の確率分布

top-k=3 top-k=5



4 アダプタチューニングを使いこなす
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4 アダプタチューニングを使いこなす

（参考）https://www.rd.ntt/research/LLM_tsuzumi/ntt_llm_press_conference_slides.pdf

ファインチューニングの分類

ファインチューニング

MaaSでは
利用不可

MaaSでは
利用可能

プロンプトエンジニアリングやファインチューニング等のさまざまなチューニング方法がありますが、
MaaSで利用可能なファインチューニング手法はアダプタチューニングとなります。

https://www.rd.ntt/research/LLM_tsuzumi/ntt_llm_press_conference_slides.pdf
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4 アダプタチューニングを使いこなす

コスト

精度

アダプタチューニングでは、モデルにアダプタと呼ばれる層を追加し学習します。
（追加する手法としてLoRAと呼ばれる手法が用いられています。）

元のモデルのパラメータはそのまま変更しません。

アダプタチューニングとは

モデルに層を追加し、その部分だけを学習します。

⚫ 短時間かつ少量データで学習できます。

⚫ 元のtsuzumiのパラメータは変更しないため、
「アダプタの付け替え」ができます。

⚫ フルファインチューニングよりは効果が薄い場合もあります。



☺
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4 アダプタチューニングを使いこなす

【参考】フルファインチューニングとは

フルファインチューニングでは、モデルの全ての層のパラメータを微調整します。

⚫ 後述のアダプタチューニングより精度が出る場合があります。

⚫ 効果的に学習するためには、大量のデータが必要です。

⚫ 全てのパラメータを更新するため、
モデルが破滅的忘却を起こすことがあります。
（破滅的忘却：モデルが壊れて出力がおかしくなること）



☺

コスト

精度
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4 アダプタチューニングを使いこなす

【参考】アダプタチューニング解説 ※LoRA（Low Rank Adaptation）

学習前後のモデル重みの差分を低ランク行列で表現し、学習します。
学習後のモデルの重みをW = W0 + ΔWと表現し、 ΔWを学習します。

元のモデル𝐖𝟎

入力𝐱

出力𝐲

差分𝚫𝐖
（アダプタ）

𝑦 = 𝑊𝑥 = 𝑊0 + 𝛥𝑊 𝑥 = 𝑊0𝑥 + 𝐴𝐵 𝑥

この部分のみ学習

学習イメージ

差分𝚫𝐖
（アダプタ）

𝐴

𝐵

=

= 𝐴

𝐵

rank 𝐫

𝐫

低rank行列で表現される
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4 アダプタチューニングを使いこなす

アダプタ
チューニング

目的設定
使用データ

確認
評価方法

決定

アダプタチューニングで
使用できるデータの
形式・件数の確認

モデル精度の
評価方法を決定

アダプタチューニング
で何を実現したいのか、

目的を設定

データ整備

アダプタチューニング用
データを準備

LLMアダプタチューニングの流れ

目的や使用データ・評価方法を決めた後にアダプタチューニングを行います。
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4 アダプタチューニングを使いこなす

入出力ペアの学習データを用いてLLMをアダプタチューニングする手法を、教師ありアダプタチューニング
といいます。MaaSでは教師ありアダプタチューニングを行います。

教師ありアダプタチューニングとは

アダプタ
チューニング

目的設定

使用データ
確認

評価方法
決定

データ整備目的
⚫ tsuzumiを実行したいタスクに特化させる

⚫ tsuzumiの出力の形式を固定させる

必要なもの
⚫ tsuzumiに対する入出力のペアデータ

⚫ データ量は約1000件以上が目安（学習結果を見ながら増やすことを推奨）
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4 アダプタチューニングを使いこなす

作成する入出力データ（教師ありの場合）

1行につき1つの入出力ペア（＝1件）が記録されたjsonファイルを作成します。

データの1行：入力と出力を合わせて8192トークンに収まるように準備する

{"messages": [{"role": "user", "content": "<モデルへの入力>"} {"role": "assistant", "content": "モデルの出力"}]}

合わせて
8192トークン以下

注意点

アダプタ
チューニング

目的設定

使用データ
確認

評価方法
決定

データ整備

role content 例

user
モデルへの入力を記載する。
### 指示:¥n ### 入力:¥n ### 回答:¥n ### 応答:¥n 等のタグを
用いることで学習精度が向上する。

“### 指示:¥n以下の質問に回答して
ください。### 入力:¥nNTTが開発し
たLLMの名称は何ですか？”

assistant 望ましいモデルの出力を記載する “tsuzumiです”

{“messages”: [{“role”: “user”, “content”: “### 指示:¥n以下の質問に回答してください。### 入力:¥nNTTが開発したLLM
の名称は何ですか？”} {“role”: “assistant”, “content”: “tsuzumiです"}]}
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4 アダプタチューニングを使いこなす

“messages”部分の記載内容

用途に応じて指示文の有無を使い分けることが重要になります。

アダプタ
チューニング

目的設定

使用データ
確認

評価方法
決定

データ整備

汎用性を持たせたい
一般的なケース

⚫ 指示文を含めた
一般的な教師ありデータの形式

⚫ 「指示」「入力」の
セクションを持ったデータで学習

{“messages”: [{“role”: “user”, “content”: "### 
指示:¥n入力された文章から法人名をすべて抽出
しlistとして応答してください。¥n¥n### 入
力:¥n偕成証券に勤務し、運動不足解消に当時開
業して間もない宮田ジムの門を叩く。¥n¥n ”} 
{“role”: “assistant”, “content”: ['偕成証券']"} ]}

あるタスクに特化して
性能を上げたいケース

⚫ 指示が共通のタスクに特化の場合
「入力」セクションのみを持った
データで学習できる

⚫ データ量があり、タスク固定できる
場合は、こちらの方が精度が出る
可能性（汎用性は失われる）

{“messages”: [{“role”: “user”, “content”: ### 入
力:¥n偕成証券に勤務し、運動不足解消に当時開
業して間もない宮田ジムの門を叩く。¥n¥n”} 
{“role”: “assistant”, “content”: ['偕成証券']"} ]}
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4 アダプタチューニングを使いこなす

【参考】“messages”部分の記載内容テクニック

以下の内容で学習データを作成すると効果が出やすい可能性があります。

アダプタ
チューニング

目的設定

使用データ
確認

評価方法
決定

データ整備

学習データ 内容

一般
指示文やフォーマットは表現の揺らぎ（variation）を持たせるとよい
※表現の揺らぎ：内容を変えない範囲で文章・形式を変更すること

箇条書きや表を
含むデータ

markdown形式が効果的

長いコンテキストを
含む応答

質問／指示文を最後に置くことが効果的
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4 アダプタチューニングを使いこなす

チューニングパラメータの意味

Azure AI Foundry上から設定可能なパラメータとその意味は以下の通りです。

アダプタ
チューニング

目的設定

使用データ
確認

評価方法
決定

データ整備

パラメータ名 デフォルト値 解説
チューニング

優先度
チューニング方法

Batch size 
multiplier

1 バッチサイズの合計 1 一般に、大きいほど良いと言われています。

Learning 
rate

3e-4

学習率
大きいほどモデルの重みを大き
く更新します。
まずはデフォルト値の3e-4を
設定することが推奨です。

3

epochを固定した後は、この値チューニング
するのが、最も影響があります。

アダプタでは3e-4からスタートし、推論結
果が壊れているようであれば下げるのが良
いです。

ベースライン（学習無しモデル）での推論
結果を基準として判断します。

Epochs 1 学習エポック数 2
長く設定し、最適なチェックポイントを学
習済みモデルとします。
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4 アダプタチューニングを使いこなす

手法 入力データ長 出力データ長 データ件数 epoch バッチサイズ 時間

アダプタ

約100文字

約100文字

800 5

32

48分

約100文字 2,450 3 52分

【参考】学習にかかる時間・料金について

学習手法、データ件数と1件当たり入出力長に影響されます。
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4 アダプタチューニングを使いこなす

RAG利用時のアダプタチューニング

RAGを組み合わせてtsuzumiを利用する場合は、tsuzumiが自身の持っている知識優先で回答しないようにアダプタ
チューニングを行うことを推奨します。
チューニングを実施しない場合、RAGで与えた情報以外の出力を返す可能性が高まることが知られています。

【学習データ例】

role content

user

"あなたには検索結果に基づいて生成を行うRAGシステムに貢献するためのタスクが与えられます。検索で
得られた情報を活用して、質問に答えてください。提供された検索結果を唯一の参照として、応答を行っ
てください。検索結果は¥"--------¥"で区切る形式です。回答が検索で確定しない場合、不正確な情報
の伝達を控えてください。他の資料を参照せず、提供された検索結果だけで応答してください。

検索結果：
--------
[実際に参照すべき文章]
--------

質問:
[実際の質問]"

assistant "[質問に対する理想的な応答例]"



5 外部アプリケーションと連携する
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5 外部アプリケーションと連携する

外部アプリケーションとの連携方法

外部アプリケーション連携やAIオーケストレーションを行うためのツールとしてAzure AI Foundryで利用可能な機能を
2つご紹介します。

プロンプトフロー

⚫ プロンプト フローは、大規模言語モデル (LLM) によって動作する AI アプリケーションの開発サイ
クル全体を合理化するために設計された開発ツールです。 プロンプト フローは、AI アプリケー
ションのプロトタイプ作成、実験、反復、デプロイのプロセスを簡素化する包括的なソリューショ
ンを提供します。

⚫ 参考サイト
Azure AI Foundry でのプロンプト フロー - Azure AI Foundry | Microsoft Learn

Azure AI Model 
Inference
(API連携)

⚫ Azure AI Model Inference は、基本モデルの共通の機能セットを公開する API であり、開発者がさ
まざまなモデルセットからの予測を一定かつ一貫した方法で利用するために使用できます。 開発者
は、使用している基になるコードを変更することなく、Azure AI Foundry にデプロイされたさまざ
まなモデルと対話できます。

⚫ 参考サイト
Azure AI Model Inference API - Azure AI Foundry | Microsoft Learn
Azure AI モデル推論チャット入力候補 - Azure AI Foundry | Microsoft Learn

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/ai-studio/how-to/prompt-flow
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/ai-studio/reference/reference-model-inference-api?tabs=python
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/ai-studio/reference/reference-model-inference-chat-completions
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5 外部アプリケーションと連携する

外部連携手順
（プロンプトフローからの利用）

1. ❶モデル+エンドポイントタブから❷追加したいモデルを選択し、
エンドポイント情報を確認します。

1

2

チェック

1. エンドポイント情報の確認

2. 接続の追加

3. エンドポイント情報の設定

4. プロンプトフローからの呼び出し
確認
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5 外部アプリケーションと連携する

2. プロジェクトの❶ 管 理 セ ン タ ー から❷ 新しい接続をクリックし、
❸ サーバーレス モデルをクリックします。

外部連携手順
（プロンプトフローからの利用）

1

2

3

クリック

1. エンドポイント情報の確認

2. 接続の追加

3. エンドポイント情報の設定

4. プロンプトフローからの呼び出し
確認
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5 外部アプリケーションと連携する

3. 1.で確認した❶ ターゲットURIと❷ APIキーを入力し、
❸ 接続名を記載して❹ 接続を追加するをクリック

外部連携手順
（プロンプトフローからの利用）

4

クリック

1

2

3

1. エンドポイント情報の確認

2. 接続の追加

3. エンドポイント情報の設定

4. プロンプトフローからの呼び出し
確認
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5 外部アプリケーションと連携する

4. 接続が追加されると、Azure AI Foundryのプロジェクト内で
利用することができます。❶ プロンプトフローから呼び出し、
他LLMやpythonコードと連携することも可能です。

外部連携手順
（プロンプトフローからの利用）

1

チェック

1. エンドポイント情報の確認

2. 接続の追加

3. エンドポイント情報の設定

4. プロンプトフローからの呼び出し
確認
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5 外部アプリケーションと連携する

外部連携手順
（API連携）

1. API連携情報は、❶モデル+エンドポイントタブから❷モデルを選択し、
❸実行するをクリックすることで確認可能です。

1

2

3

チェック

エンドポイント情報が確認可能です。

Python,C#,JSONのサンプルコードが
確認可能です。

1. エンドポイント情報、サンプル
コードの確認

2. APIキーの確認
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5 外部アプリケーションと連携する

2. APIキーは❶ 詳細タブのキーから確認可能です。
外部連携手順
（API連携）

1

チェック

APIキーが確認可能です。

1. エンドポイント情報、サンプル
コードの確認

2. APIキーの確認



6 お問い合わせ
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6 お問い合わせ

tsuzumi on Azure MaaSに関するお問い合わせは、以下のメールアドレス宛にご連絡ください。
ただし、モデル以外の内容に関するお問い合わせについては、Azureのサポートリクエストを起票いただけるようにお願い致します。

連絡先：support_tsuzumi_maas@hml.nttdata.co.jp

構築・チューニング支援

法人・団体のお客様向けに有償のチューニング支援サービスもご相談可能です。
ご希望の方は、以下の連絡先にお問い合わせいただければと思います。

連絡先：nttd_tsuzumi@hml.nttdata.co.jp

お問い合わせ先

tsuzumiに関するお問い合わせ

https://support.microsoft.com/en-us/topic/contact-microsoft-azure-support-2315e669-8b1f-493b-5fb1-d88a8736ffe4
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更新履歴

版 更新日付 変更箇所 変更内容

1.0 2024/11/20 初版 初版

1.1 2024/11/21

• SLAについて(p11)
• データ削除について(p11)
• サンプルデータについて(p26)
• Azure AI Foundryについて

• ファインチューニング機能がプレビュー版ではなくなった点を修正しました。
• データ削除方法をAzure AI Foundryに対応するよう変更しました。
• サンプルトレーニングデータを公開しました。
• Azure AI StudioがAzure AI Foundryになった点を修正しました。
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